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[主張]　新しき自慢

　今 (いま)や國 (くに)を擧 (あ)げて奢 (しや)侈 (し)を禁 (きん)止 (し)することになつた。奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)の製 (せい)造 (ぞう)まかりならぬ、奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)の販賣 (はんばい)まかりならぬことになつてゐるのだが、各 (かく)個 (こ)人 (じん)が奢 (しや)侈 (し)品を使 (し)用 (よう)することに御 (ご)法 (はつ)度 (と)はない。奢侈品販 (はん)賣 (ばい)猶豫 (よ)期 (き)間 (かん)三ケ月間 (かん)に、しこたま奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)を買溜 (かいため)て、見 (み)せびらかさうといふ不 (ふ)心 (こころ)得 (え)者 (もの)もないとは限 (かぎ)らぬ。
　奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)の販 (はん)賣 (ばい)を禁 (きん)止 (し)するのはお上 (かみ)のなすことであるが、奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)をつかはないのはわれわれ國 (こく)民 (みん)銘 (めい)々の心 (こころ)掛 (が)けであるべきである。これはお國 (くに)のためであり、身 (み)のためであり子 (し)孫 (そん)のためであるのだ。私 (し)財 (ざい)が豊 (ゆた)かであるからといつて使 (つか)ひたい放題 (ほうだい)につかつて好 (よ)いと思 (おも)ふものがあるとしたら、彼 (かれ)は國 (こく)民 (みん)のつとめを認 (にん)識 (しき)せざる不 (ふ)心 (こころ)得 (え)ものだ。
　質 (しつ)素 (そ)、節 (せつ)約 (やく)といふことはいづれの國 (くに)、いづれの時 (じ)代 (だい)に於 (お)いても美 (び)徳 (とく)であつて、これある國 (くに)は興 (おこ)り、これなき國 (くに)は亡 (ほろ)びた。奢 (しや)侈 (し)、濫 (らん)用 (よう)で亡 (ほろ)びない[國]があらうか。
　奢 (しゃ)侈 (し)自 (じ)慢 (まん)の時 (じ)代 (だい)は過 (す)ぎた。今 (いま)や質 (しつ)素 (そ)自 (じ)慢 (まん)の時 (じ)代 (だい)である。身 (み)に贅 (ぜい)沢 (たく)な衣 (い)装 (せう)を纏 (まと)つたものは、今 (いま)の時 (じ)勢 (せい)に於 (お)いては既 (すで)に笑 (わら)ひ物 (もの)、弾 (はじ)き者 (もの)にされてゐる。純 (じゆん)毛 (もう)や本 (ほん)絹 (けん)では、第 (だい)一人 (ひと)様 (さま)の眼 (め)が恥 (は)づかしくて町 (まち)に出 (で)られぬではないか。
　金 (きん)製品 (せいひん)を身 (み)につけて、大 (おお)手 (で)を振 (ふ)つて歩 (ある)くものは、もう見 (み)當 (あた)らなくなつたやうに、派手 (はで)なもの、新 (あたら)しいものを着 (ちやく)用 (よう)しては、良 (りやう)心 (しん)あるものは、人 (ひと)様 (さま)の前 (まへ)には出 (で)られない日 (ひ)が近 (ちか)づいたのだ。豚 (ぶた)や鯨 (くぢら)の皮 (かわ)の靴 (くつ)に、スフの服装 (ふくそう)、そして麦飯 (むぎめし)と、これこそは、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)の誇 (ほこ)らしい姿 (すがた)なのだ。もしそれ、スフの服装 (ふくそう)がつぎはぎになつてゐるとしたら、もつと名 (めい)誉 (よ)に價 (あたひ)することだらう。
　しかるに今 (いま)尚 (なほ)、やれ純 (じゆん)毛 (もう)がどうの、純 (じゆん)絹 (けん)がどうの、そんなものを身 (み)に着 (つ)けて得 (とく)々たる男 (おとこ)や女 (おんな)があるとしたら、そんなものは、馬 (ば)鹿 (か)か恥 (はじ)知 (し)らずに相 (そう)違 (い)ない。かういふ不 (ふ)心 (こころ)得 (え)者 (もの)は知 (し)り合 (あひ)同 (どう)士 (し)で教 (おし)へ導 (みちび)くべきである。そして非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)日 (につ)本 (ぽん)から、かゝる不 (ふ)心 (こころ)得 (え)者 (もの)が影 (かげ)を絶 (た)つやうにつとめやうではないか。
　着 (き)物 (もの)は古 (ふる)いもので間 (ま)に合 (あ)はせよう。綺 (き)麗 (れい)に洗 (せん)濯 (たく)して、唯 (たゞ)汚 (よご)れないやうに気 (き)を付 (つ)けやう。やぶけた物 (もの)は縫 (ぬ)い合 (あ)はせ、つぎ足 (た)してつかはう。食 (しよく)物 (もつ)も美 (び)味 (み)主 (しゆ)義 (ぎ)を廢 (はい)し、榮 (えい)養 (やう)主 (しゆ)義 (ぎ)で行 (ゆ)かう。さうして、われわれが物 (ぶつ)資 (し)を、節 (せつ)約 (やく)することによつて一方 (ぽう)に於 (お)いては、その物 (ぶつ)資 (し)を戰 (せん)爭 (そう)遂 (すい)行 (こう)や外 (がい)貨 (くわ)獲 (くわく)得 (とく)の方 (ほう)に廻 (まわ)し、他方に於 (お)いては、貯 (ちよ)蓄 (ちく)をしよう。各 (かく)家 (か)庭 (てい)に於 (お)いて、愛國 (あいこく)班 (はん)に於 (お)いて、學 (がく)校 (こう)や會 (くわい)社 (しや)や凡 (すべ)ての機 (き)關 (くわん)に於 (お)いて、これを徹 (てつ)底 (てい)せしめよう。
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